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■JR西労組の地域活性化運動について

■JR西労組の地域活性化運動について

JR可部線（可部ー三段峡）の廃線問題

1998年11月3日、広島地本と協力して
「可部線に乗って三段峡に行こう会」を開催した

こたえ１．ばんちゃ　２．コーラ　３．いたチョコ

　

可
部
線
の
可
部
〜
三
段
峡
間

は
輸
送
人
員
が
少
な
く
、
１
９

９
８
年
９
月
、
会
社
は
路
線
の

一
部
を
廃
止
し
、
バ
ス
へ
の
転

換
を
図
る
意
向
を
示
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
西
労

組
は
、
こ
れ
ま
で
懸
命
に
地
方

路
線
の
存
続
や
発
展
に
頑
張
っ

て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域

の
理
解
を
求
め
る
努
力
や
、
利

用
促
進
を
通
じ
て
存
続
を
模
索

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
な

く
、一
方
的
な
経
営
視
点
に
も

と
づ
い
て
地
方
路
線
を
廃
止
し

よ
う
と
す
る
会
社
の
判
断
に
異

を
唱
え
た
。

　

１
９
９
９
年
に
は
「
活
か
そ

う
・
研
こ
う
・
地
域
の
鉄
道
」

を
テ
ー
マ
に
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
組

合
員
・
家
族
に
対
し
て
ア
イ
デ

ア
募
集
を
行
っ
た
。
ま
た
、
観

光
名
所
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

を
呼
び
か
け
、「
乗
っ
て
残
そ

う
運
動
」を
展
開
し
た
。可
部

線
乗
車
ツ
ア
ー
、映
画
祭
、駅
伝

大
会
な
ど
60
回
以
上
の
利
用
促

進
イ
ベ
ン
ト
に
も
地
元
と
と
も

に
取
り
組
ん
だ
。

　

地
元
自
治
体
に
お
い
て
も
、

対
策
協
議
会
な
ど
が
設
置
さ

れ
、
関
係
省
庁

や
会
社
へ
の
存

続
陳
情
を
は
じ

め
、
自
治
体
の

運
賃
助
成
や
無

料
送
迎
バ
ス
の

運
行
な
ど
「
地

域
と
鉄
道
の
再

生
運
動
」
は
盛

り
上
が
り
を
見

せ
た
。

　

会
社
は
、
こ

う
し
た
動
き
を

踏
ま
え
、
２
度

に
わ
た
っ
て
増

便
社
会
実
験
を
実
施
。
し
か
し

な
が
ら
、地
元
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
増
え
る
こ
と
な
く
、
残
念

な
が
ら
廃
止
が
決
定
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
いっ
た
ん

は
廃
止
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、Ｊ

Ｒ
西
労
組
も
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
地
元
の
運
動
は
、
廃

止
後
も
続
い
て
い
た
。

　

２
０
０
７
年
に
は
「
地
域
公

共
交
通
活
性
化
再
生
法
」
が
施

行
さ
れ
、「
Ｊ
Ｒ
可
部
線
活
性
化

協
議
会
」
が
発
足
す
る
な
ど
、

可
部
線
延
伸
の
大
き
な
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
９
年
12
月
に
は
、
活

性
化
素
案
に
電
化
延
伸
を
盛
り

込
む
意
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

２
０
１
０
年
に
は
、「
Ｊ
Ｒ
可

部
線
活
性
化
連
携
計
画
」
が
策

定
さ
れ
た
。
２
０
１
１
年
、広

島
市
は
可
部
線
の
約
２
k
m
を

電
化
し
て
復
活
さ
せ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
つ
い
に
Ｊ
Ｒ
西

日
本
も
広
島
市
と
早
期
同
意
す

る
意
向
を
示
し
た
。

　

そ
の
後
も
踏
切
設
置
問
題
や

用
地
取
得
問
題
な
ど
で
開
業
予

定
は
何
度
も
遅
れ
た
も
の
の
、

つ
い
に
本
年
３
月
４
日
、
延

伸
・
復
活
と
な
っ
た
。

　

開
業
日
に
は
、
多
く
の
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
自
治

体
や
住
民
も
一
体
と
な
っ
て
延

伸
を
喜
び
あ
っ
た
。
様
々
な
紆

余
曲
折
を
経
た
が
、
い
っ
た
ん

廃
止
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
の
路
線
が
復

活
す
る
と
い
う
、
全
国
で
初
め

て
の
事
例
と
な
っ
た
。

　

広
島
病
院
支
部
は
、
３
月
８

日
、「
２
０
１
７
年
賃
金
引
上

げ
・
年
間
臨
給
及
び
総
合
生
活

改
善
」
に
関
す
る
要
求
書
を
提

出
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
新
た
な
医
療
法

人「
Ｊ
Ｒ
広
島
病
院
」が
発
足

し
て
１
年
が
経
過
し
、
経
営
状

況
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。こ

れ
は
、新
病
院
移
行
に
あ
た
り
、

多
く
の
不
安
を
抱
き
な
が
ら
苦

渋
の
選
択
を
し
、懸
命
に
努
力

し
て
い
る
組
合
員
の
汗
の
結
晶

で
あ
る
。今
日
ま
で
の
取
り
組
み

に
対
し
、「
働
き
が
い
と
誇
り
の

持
て
る
Ｊ
Ｒ
広
島
病
院
」の
実

現
に
向
け
て
、利
益
を
公
正
配
分

し
、組
合
員
と
そ
の
家
族
の
期

待
に
応
え
る
賃
金
及
び
手
当
等

を
求
め
、申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
宮
島
フ
ェ
リ
ー

支
部
は
、
３
月
14
日（
火
）、Ｊ

Ｒ
宮
島
フ
ェ
リ
ー（
株
）
会
社
に

対
し
、
２
０
１
７
年
賃
金
改
定

及
び
総
合
生
活
改
善
等
に
関
す

る
要
求
を
提
出
し
た
。

　

昨
年
は
、
過
去
最
高
の
４
２

７
万
人
の
来
島
者
を
迎
え
、今

年
度
収
入
は
過
去
最
高
益
が
見

込
ま
れ
る
状
況
で
あ
り
、
要
員

が
逼
迫
す
る
な
か
で
、
新
造
船

就
航
に
向
け
努
力
し
て
き
た
組

合
員
と
家
族
の
期
待
に
応
え
、

働
き
が
い
と
誇
り
の
持
て
る
賃

金
の
引
き
上
げ
を
求
め
て
、
18

項
目
の
改
善
主
旨
説
明
を
行

い
、
誠
意
あ
る
回
答
を
求
め

た
。

　

会
社
側
か
ら
は
、「
安
全
・
安

定
運
行
に
向
け
て
、
こ
の
間
の

貴
労
組
の
協
力
に
感
謝
す
る
。

収
支
状
況
が
好
調
で
あ
る
以

上
、
社
員
の
努
力
に
報
い
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。」
と
の
回
答
を
受
け
た
。

交
渉
は
、３
月
27
日
〜
31
日
に

行
う
予
定
。

　

私
た
ち
神
戸
運
輸
分
会
は
、

Ｊ
Ｒ
神
戸
線
の
神
戸
駅
か
ら
舞

子
駅
ま
で
の
９
駅
（
う
ち
須
磨

海
浜
公
園
駅
と
塩
屋
駅
は
委
託

駅
）と
、
和
田
岬
線
の
和
田
岬

駅
を
合
わ
せ
た
合
計
10
駅
か
ら

な
る
運
輸
分
会
で
す
。

　

近
隣
を
代
表
す
る
施
設
で

は
、
神
戸
駅
を
最
寄
り
と
す
る

大
型
商
業
施
設
ｕ
ｍ
ｉ
ｅ
が
２

０
１
３
年
に
開
業
し
、
ま
た
京

阪
神
地
区
で
は
唯
一
の
遊
泳
海

岸
に
面
し
た
駅
で
あ
る
須
磨
駅

を
管
轄
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
元
住
民
の
方
々
は
も
ち
ろ

ん
、
遠
方
か
ら
の
観
光
利
用
客

も
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
州
と
淡
路
・
徳
島

を
結
ぶ
明
石
海
峡
大
橋
に
面
し

た
舞
子
駅
を
有
し
、
西
日
本
交

通
の
拠
点
を
支
え
る
職
場
で
組

合
員
一
人
ひ
と
り
が
、
安
全
を

最
優
先
と
し
て
日
々
業
務
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

分
会
は
中
村
執
行
委
員
長
を

筆
頭
に
、
21
名
の
執
行
部
体
制

を
確
立
し
、
１
１
３
名
の
組
合

員
と
共
に
、
非
常
に
仲
良
く
活

気
溢
れ
る
分
会
で
す
。

　

分
会
活
動
は
12
月
の
分
会
大

会
か
ら
始
ま
り
、
新
春
の
集

い
、
春
の
歓
迎
会
に
多
く
の
組

合
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
地
本
・
支
部
が
主
催
す
る
勉

強
会
、
レ
ク
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
連
携
を
深
め
な
が

ら
分
会
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

分
会
執
行
部
の
急
激
な
若
返

り
と
同
時
に
、
シ
ニ
ア
社
員
も

増
加
し
て
い
る
環
境
下
で
、
私

た
ち
は
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の

声
に
耳
を
傾
け
、
先
輩
方
が
築

い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
の
中
に
、

新
し
い
発
想
・
活
動
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
『
全
員
の
思
い

を
、分
会
活
動
に
反
映
さ
せ
よ

う
!
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
全
員
が

参
加
す
る
組
合
運
動
の
実
現
に

向
け
て
日
々
楽
し
く
、
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

   

〈
神
戸
地
本
発
〉

　

３
月
４
日
、
可
部
駅
〜
あ
き
亀
山
駅
間
が
延
伸
開
業
し
た
。
可
部
線
の
可
部
〜
三
段
峡
駅
間
は
、
２
０
０
３
年
11
月
30
日

に
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
廃
止
の
際
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て
も
「
乗
っ
て
残
そ
う
運
動
」
な
ど
多
く
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
路
線
・
線
区
で
あ
る
。
開
業
日
に
は
沿
線
で
多
く
の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
地
元
の
期
待
を
受
け
る
中
で

の
復
活
と
な
っ
た
。

【
要
求
内
容
に
つ
い
て
】

１
．基
本
給
号
俸
表
を
見
直
し
、月
額
一
律
3,
0
0
0
円
の
増
額
を
さ
れ
た
い
。

２
．新
設
基
本
給
号
俸
表
を
見
直
し
、号
俸
上
限
の
追
加
を
さ
れ
た
い
。

３
．年
間
臨
給
に
つ
い
て
は
、基
本
給
＋
扶
養
手
当
の
５.
０
ヵ
月
分
を
支
給
さ
れ
た
い
。

４
．医
療
法
人
発
足
1
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、慰
労
金
8
0,
0
0
0
円
を
支
給
さ
れ
た
い
。

５
．シ
フ
ト
手
当
Ａ
の
対
象
基
準
に
透
析
室
勤
務
者
を
追
加
さ
れ
た
い
。

６
．永
年
勤
続
表
彰
制
度
を
新
設
し
、10
年
以
降
５
年
単
位
で
表
彰
及
び
記
念
品
の
贈
呈
を
さ
れ
た
い
。

７
．リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
を
新
設
さ
れ
た
い
。

   

（
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与
に
よ
り
年
間
連
続
し
た
５
日
間
）

８
．認
定
看
護
師
の
取
得
及
び
維
持
に
関
す
る
費
用
を
法
人
側
で
負
担
さ
れ
た
い
。

ロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶ
No.209神戸地本 神戸運輸分会

地
元
の
期
待
を
受
け
、前
例
の
な
い
延
伸
！

長年の運動がついに実る！長年の運動がついに実る！長年の運動がついに実る！長年の運動がついに実る！
全
員
の
思
い
を

　
分
会
活
動
に
反
映
さ
せ
よ
う
！

広
島
病
院
支
部

　
宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
で
闘
い
始
ま
る
　

広
島
病
院
支
部

　
宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
で
闘
い
始
ま
る
　！

初
め
て
の
春
闘
が
は
じ
ま
る

　
　
　
（
３
／
８
広
島
病
院
支
部
）

初
め
て
の
春
闘
が
は
じ
ま
る

　
　
　
（
３
／
８
広
島
病
院
支
部
）
！

過
去
最
高
の
来
島
者

努
力
に
報
い
る
成
果
を

　
（
３
／
14
宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
）

過
去
最
高
の
来
島
者

努
力
に
報
い
る
成
果
を

　
（
３
／
14
宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
）

！


